


１

セミが泣いている

ほら　セミが泣いている
 

 
 



２

セミは嫌われ者で

変な声で　変な意味で　注目の的だった

ボクは何のために生まれたの

３週間しか生きられないのに
 

セミは嫌われ者で

スズメに「もういなくなれ」

って言われた

「電柱にでも行け」

って言われた

反論できなかった
 





３

セミは嫌われ者で

どうしようもなく存在自体　嫌われ者で

帰る場所があるなら帰りたかった

どこにも　無かった
 

セミは嫌われ者で

親も家族も誰もいなくて

ボクは何のために生まれたの

泣くことでしか　生きられないのに
 



セミが泣いている

セミが泣いている

カラスに「声が邪魔だ」って言われても

やっぱり泣くことでしか生きられず



４

セミが泣いている

セミが泣いている

田舎の夜を　

涼しくなってきたやさしさで包む声

気がつけば

人間たちが見上げてた

「もう夏も終わりだね」って
 

セミが泣いている

セミが泣いている

ボクの泣き声が

まったく知らない誰かに　

必要とされている
 





５

セミが泣いている

ほら　セミが泣いている

ずっと悲しいままでいよう

泣いていよう　

それがボクの使命なら
 

 

セミが泣いている

セミが泣いている



もううれしいのか悲しいのか　

わからなくなってきた

きっと　うれしいんだろう



６

セミが泣いている

セミが泣いている

人間の親子が葉っぱの下で耳をすます

うれしくて　うれしくて　

生まれてきたのが
 





７

セミが泣いている

ほら　セミが泣いている

コスモスの裏にかくれて

聴こえてるよ　

大丈夫だから
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セミが泣いている
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